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日　高　市　議　会　だ　よ　り

距離を取っていても　　　
みんなつながっているよ！
距離を取っていても　　　
みんなつながっているよ！

日和田山の頂上をめざして

ひだかひだか



NO.109 （2）日 高 市 議 会 だ よ り

令和２年第２回定例会審議結果
○・・賛成　　×・・反対

議
案
番
号

議員名

議案等の名称

審
議
結
果

志正会 絆の会 公明党
自然

エネルギー
の会

新政会 清風会
日
本
共
産
党

水
と
緑
の
会

み
ん
な
の
会賛　
　

成

反　
　

対
森
崎　

成
喜

橋
本　

利
弘

金
子　
　

博

大
澤　

博
行

和
田　

貴
弘

鈴
木　

健
夫

三
木　

伸
也

齋
藤　

忠
芳

稲
浦　
　

巖

吉
本　

新
司

加
藤　

大
輔

大
川
戸
岩
夫

山
田　

一
繁

佐
藤　
　

真

松
尾
万
葉
香

田
中
ま
ど
か

第29号
令和２年度日高市一般会計補正予算
（第３号）

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第30号
令和２年度日高市一般会計補正予算
（第４号）

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ × 14 1

第31号 市長等の給料の減額に関する条例
可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ × 14 1

第32号 日高市税条例の一部を改正する条例
可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第33号
日高市都市計画税条例の一部を改正する
条例

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第34号
日高市介護保険条例の一部を改正する
条例

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第35号
日高市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第36号
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更
について

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第37号
第６次日高市総合計画基本構想を定める
ことについて

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第38号 市道の路線の廃止について
可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第39号 副市長の選任について
同
意
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第40号 日高市監査委員の選任について
同
意
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第41号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第42号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第43号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第44号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第45号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第46号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第47号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第48号 専決処分の承認を求めることについて
承
認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

第49号
令和２年度日高市一般会計補正予算
（第５号）

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ ○ 15 0

議員提出
議案第３号

議会の議員の議員報酬の減額に関する
条例

可
決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
○ ○ × 14 1

意見書案
第１号

新型コロナウイルス感染症対策の充実
を求める意見書の提出について

否
決
× × × × × × × ○ ○ × × ×

議
長
○
退
席
○ 4 10

意見書案
第２号

新型コロナウイルス感染症対策の充実
を求める意見書の提出について

否
決
× × × × × × × ○ ○ × × ×

議
長
○
退
席
○ 4 10



NO.109（3） 日 高 市 議 会 だ よ り

提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
29
号
）

　

�

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
２
千
844
万
５
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
251
億
４
千
903
万
６
千
円
と

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
、
小
規
模
事
業
者
等

支
援
事
業
の
財
源
と
し
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
増
額
、

繰
入
金
に
つ
い
て
、
今
回
の
補
正

予
算
額
の
歳
入
歳
出
差
引
き
の
調

整
を
行
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
商
工
費
の

う
ち
、
商
工
費
で
は
、
小
規
模
事

業
者
等
支
援
事
業
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
影
響
に
よ
り
減
収
し
た
小
規

模
企
業
、
個
人
事
業
主
等
を
支
援

す
る
た
め
、
小
規
模
事
業
者
等
支

援
給
付
金
及
び
こ
れ
に
係
る
事
務

経
費
を
追
加
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
30
号
）

　

�

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１
千
364
万
３
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
251
億
６
千
267
万
９
千
円
と
し
、

ま
た
、
地
方
債
の
補
正
と
し
て
、

既
定
の
地
方
債
の
限
度
額
の
変
更

を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
事
業
の

財
源
と
し
て
「
学
校
臨
時
休
業
対

策
費
補
助
金
」
を
追
加
、
繰
入
金

に
つ
い
て
、
今
回
の
補
正
予
算
額

の
歳
入
歳
出
差
引
き
の
調
整
を
行

う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
金
を
増
額
し
、
新
高
萩
公
民

館
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
「
公

共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
」
を
増

額
、
市
債
に
つ
い
て
、
新
高
萩
公

民
館
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
見

込
ん
で
い
た
「
社
会
教
育
債
」
を

事
業
費
の
変
更
等
に
よ
り
増
額
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

う
ち
、
総
務
管
理
費
で
は
、
特
別

職
人
件
費
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
市
民
生

活
や
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
鑑
み
、

市
長
、
副
市
長
の
給
料
を
減
額
、

土
木
費
の
う
ち
、
道
路
橋
り
ょ
う

費
で
は
、
道
路
等
維
持
・
補
修
事

業
で
、
市
道
幹
線
82
号
の
法
面
修

繕
設
計
等
を
行
う
た
め
、
委
託
料

を
増
額
、
教
育
費
の
う
ち
、
教
育

総
務
費
で
は
、
特
別
職
人
件
費
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
市
民
生
活
や
市
内
経
済

へ
の
影
響
を
鑑
み
、
教
育
長
の
給

料
を
減
額
、
社
会
教
育
費
で
は
、

新
高
萩
公
民
館
建
設
事
業
で
、
建

設
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
に
係

る
労
務
単
価
の
改
定
等
に
よ
り
、

委
託
料
を
増
額
、
保
健
体
育
費
で

は
、
学
校
給
食
事
業
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
に
よ
る
小
・
中
学
校
の
休
業

に
伴
う
「
学
校
臨
時
休
業
対
策
費

負
担
金
」
を
追
加
、
災
害
復
旧
費

の
う
ち
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
費
で
は
、
災
害
復
旧
事
業
で
、

災
害
復
旧
工
事
に
係
る
設
計
労
務

単
価
の
改
定
等
に
よ
り
、「
工
事

請
負
費
」
を
増
額
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
30
号　

反
対
討
論

　

本
補
正
予
算
案
に
は
、
特
別
職

人
件
費
で
市
長
30
％
、
副
市
長

討　

論

20
％
、
教
育
長
15
％
の
給
料
月
額

減
額
を
３
カ
月
間
行
う
た
め
の
補

正
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
痛
み
を
市

民
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
尊
い
が
、
次
の
疑
問
が
あ

る
。

　

減
額
分
は
、
特
定
の
事
業
に
は

使
用
で
き
ず
、
一
般
会
計
に
紛
れ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
減
額
の
総
額

が
151
万
７
千
円
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か

疑
問
で
あ
る
。

　

三
役
の
所
得
が
減
少
す
る
代
わ

り
に
市
内
の
誰
か
の
所
得
が
増
加

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
減
額
相
当

分
を
市
内
で
消
費
し
た
方
が
地
域

経
済
に
貢
献
す
る
。

　

給
料
月
額
減
額
は
、
こ
の
厳
し

い
状
況
下
で
の
三
役
の
仕
事
量
と

意
思
決
定
の
重
責
に
見
合
わ
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
30
号　

賛
成
討
論

　

本
補
正
予
算
案
は
、
工
事
設
計

等
の
労
務
単
価
の
改
定
に
伴
い
、

委
託
料
や
工
事
請
負
費
の
増
額
を

行
う
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
に
お
い
て
は
、
臨

時
休
業
と
な
っ
た
小
・
中
学
校
の

給
食
食
材
に
係
る
費
用
負
担
の
追

加
や
市
民
生
活
及
び
市
内
経
済
へ

の
影
響
を
鑑
み
た
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
の
給
料
の
減
額
を
行
う
も

の
で
、
必
要
な
補
正
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
31
号
）

　

�

市
長
等
の
給
料
の
減
額
に
関
す

る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
市
民
生
活
や
市
内
経

済
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
市
長
及
び

副
市
長
並
び
に
教
育
長
の
給
料
に

つ
い
て
、
期
間
を
限
定
し
て
そ
の

月
額
を
減
額
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
32
号
）

　

�

日
高
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、「
個

人
市
民
税
」
及
び
「
た
ば
こ
税
」

に
係
る
規
定
の
整
備
並
び
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影

響
に
対
応
す
る
た
め
の
「
市
税
の

徴
収
猶
予
の
特
例
」
及
び
「
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
の
拡
充
」
に

係
る
規
定
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
税
の
減
免
申
請
の
時
期
を
緩

和
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
33
号
）

　

�

日
高
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一



NO.109 （4）日 高 市 議 会 だ よ り

関
せきぐち

口基
も と お

男氏 金
か ね こ

子　昭
あきら

氏

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
34
号
）

　

�

日
高
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正

に
よ
り
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料

軽
減
制
度
の
拡
充
に
伴
う
保
険
料

率
の
軽
減
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
と
と
も

に
、
保
険
料
の
減
免
申
請
の
時
期

を
緩
和
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
35
号
）

　

�

日
高
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
低

未
利
用
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特

例
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
税
の

減
免
申
請
の
時
期
を
緩
和
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
36
号
）

　

�

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
「
鴻
巣

行
田
北
本
環
境
資
源
組
合
」が「
彩

北
広
域
清
掃
組
合
」
に
名
称
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
37
号
）

　

�

第
６
次
日
高
市
総
合
計
画
基
本

構
想
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

日
高
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
行
政
の
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま

で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

基
本
構
想
と
し
て
、「
市
が
目
指

す
将
来
都
市
像
」、「
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
方
針
」
及
び
「
土
地

利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」

に
つ
い
て
定
め
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
38
号
）

　

市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

市
道
２
路
線
の
払
下
げ
要
望
に

伴
い
、
路
線
の
廃
止
を
行
い
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
39
号
）

　

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
び
金か

ね
こ子

昭あ
き
ら

氏
を
選
任
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�
 

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
40
号
）

　

�

日
高
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
び
関せ

き
ぐ
ち口 

基も
と
お男
氏
を
選
任
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
41
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
事
業
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
に
よ
る
小
・
中
学
校
の

休
業
に
伴
う
「
学
校
臨
時
休
業
対

策
費
負
担
金
」
に
対
し
、
国
庫
支

出
金
に
よ
り
財
源
措
置
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
早
急
に
予
算
措
置

を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
500
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
193
億
２
千
963
万
３
千
円
と
す
る

補
正
予
算
を
、
繰
越
明
許
費
を
設

定
の
上
、
令
和
２
年
３
月
31
日
に
、

令
和
元
年
度
日
高
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）
と
し
て
専
決

処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
42
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る

市
民
、
事
業
者
等
に
対
し
、
特
別

定
額
給
付
金
給
付
事
業
を
は
じ
め

と
し
た
各
支
援
事
業
に
よ
り
迅
速

か
つ
的
確
に
家
計
及
び
事
業
へ
の

支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
早
急
に

予
算
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
57

億
７
千
126
万
３
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
250

億
２
千
59
万
１
千
円
と
す
る
補
正

予
算
を
令
和
２
年
５
月
１
日
に
、

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
と
し
て
専
決

処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
43
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

う
ち
事
業
主
か
ら
給
与
等
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
被
用
者
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
す
る
な
ど
、
労
務
に
服
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
者
に
対
し
、

傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、

早
急
に
予
算
措
置
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
180
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ

ぞ
れ
59
億
６
千
496
万
５
千
円
と
す

る
補
正
予
算
を
令
和
２
年
５
月
１

日
に
、
令
和
２
年
度
日
高
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
と
し
て
専
決
処
分
し

た
の
で
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
44
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
に
日
高
市
税
条
例
等
に

お
い
て
所
有
者
不
明
土
地
等
の
固

定
資
産
税
に
係
る
規
定
の
整
備
等

を
行
う
必
要
が
生
じ
、
令
和
２
年

３
月
31
日
に
日
高
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処

分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も
の
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で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
45
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
に
日
高
市
都
市
計
画
税

条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
必
要
が
生
じ
、
令
和
２
年
３
月

31
日
に
日
高
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決

処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
46
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
緊
急
に
日
高
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
に
お
い
て
低
所
得

者
の
保
険
税
軽
減
措
置
の
対
象
を

拡
大
す
る
必
要
が
生
じ
、
令
和
２

年
３
月
31
日
に
日
高
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
専
決
処
分
し
た
の
で
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
47
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
等
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
で
あ
る
被
用
者
に
対
し

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
伴
い
、
市
に
お
い
て
支
給
に

係
る
申
請
書
の
受
付
事
務
を
行
う

た
め
、
緊
急
に
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す

る
必
要
が
生
じ
、
令
和
２
年
４
月

30
日
に
日
高
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
の
で
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

�
（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
48
号
）

　

�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
等
し
た
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
被
用
者
に
対
し
、

傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、

緊
急
に
日
高
市
国
民
健
康
保
険
条

例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
令

和
２
年
４
月
30
日
に
日
高
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
の
で
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
49
号
）

　

�

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
９
千
29
万
８
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
252
億
５
千
297
万
７
千
円
と
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
、
国
庫
負
担
金
で
は

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
財

源
と
し
て
「
生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
事
業
費
等
負
担
金
」
を
増

額
、
国
庫
補
助
金
で
は
災
害
対
応

事
業
の
財
源
と
し
て
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
追
加
し
、
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
務
・
事
業
の
財
源
と
し
て「
母

子
家
庭
等
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
増
額
し
、
小
学
校
維

持
管
理
事
業
及
び
中
学
校
維
持
管

理
事
業
の
財
源
と
し
て
「
学
校
保

健
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金
」
及

び
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
追
加
し
、
学
習
指
導
員
及
び
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
に
係
る
人
件
費
の
財
源
と

し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
追
加
、
県
支
出
金
に
つ
い

て
、学
習
指
導
員
及
び
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に

係
る
人
件
費
の
財
源
と
し
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
学

習
支
援
事
業
費
補
助
金
」及
び「
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

配
置
事
業
費
補
助
金
」
を
そ
れ
ぞ

れ
追
加
、
寄
附
金
に
つ
い
て
、
災

害
対
応
事
業
の
財
源
と
し
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

支
援
寄
附
金
」
を
追
加
、
繰
入
金

に
つ
い
て
、
今
回
の
補
正
予
算
額

の
歳
入
歳
出
差
引
き
の
調
整
を
行

う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
金
を
増
額
、
諸
収
入
に
つ
い

て
、学
習
指
導
員
及
び
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に

係
る
人
件
費
の
財
源
と
し
て
「
雇

用
保
険
被
保
険
者
負
担
金
」
を
増

額
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

う
ち
、
総
務
管
理
費
で
は
、
災
害

対
応
事
業
で
、
避
難
所
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
ず
る
た
め
、
保
健
衛
生
用

品
の
購
入
に
係
る
費
用
を
追
加
又

は
増
額
、
民
生
費
の
う
ち
、
社
会

福
祉
費
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
離

職
又
は
廃
業
に
は
至
っ
て
な
い
ま

で
も
同
程
度
に
収
入
が
減
少
し
、

住
居
を
失
う
恐
れ
が
生
じ
て
い
る

方
を
支
援
す
る
た
め
、
一
定
期
間

の
家
賃
相
当
額
を
支
給
す
る
「
住

居
確
保
給
付
金
」
を
増
額
、
児
童

福
祉
費
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
給
付
事
務
・
事
業

で
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
等

を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
子
育
て

負
担
の
増
加
及
び
収
入
の
減
少
に

対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、「
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」

を
追
加
し
、
当
該
事
業
に
係
る
事

務
費
を
追
加
、
教
育
費
の
う
ち
、

教
育
総
務
費
で
は
、
一
般
職
人
件

費
で
、
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業

の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
各
校

へ
配
置
す
る
学
習
指
導
員
及
び
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
費
を
増
額
、
小
学
校
費
で

は
小
学
校
維
持
管
理
事
業
で
、
中

学
校
費
で
は
中
学
校
維
持
管
理
事

業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
及
び

学
び
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め

に
必
要
な
保
健
衛
生
用
品
、
教
材

等
を
追
加
購
入
す
る
費
用
を
増
額

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
員
提
出
議
案
第
３
号
）

　

�

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の
減

額
に
関
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
市
民
生
活
や
市
内
経

済
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
期
間

を
限
定
し
て
そ
の
月
額
を
減
額
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
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提
出
さ
れ
た

陳

情

書

一般質問豆知識
一般質問とは
　議員が※定例会において行う※執行機関（市長、教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会等）へ
の質問で、議案に関するものでなく、市の一般事務に関して議長へ事前に通告した要旨に基づいて行
うものです。質問の範囲は、市が処理する事務の一切であり、一般行政はもちろん、教育、選挙、農
地行政等、行財政全般に及びます。
　なお、一般質問は、定例会のみに認められており、※臨時会ではできません。

定例会・臨時会とは
　定例会は、定期的に招集される議会で、付議事件の有無にかかわらず、条例で定められた回数必ず
招集しなければなりません。日高市においては、日高市議会定例会条例により、定例会の回数は毎年
４回と定められています。
　臨時会は、必要があるとき、特定の事件に限り、これを審議するために招集される議会で、必要が
あれば回数に制限なく開くことができます。
　定例会、臨時会ともに議会の招集は、市長の権限となっています。

執行機関とは
　執行機関は、地方公共団体の行政事務を管理執行する機関であり、法令に基づく事務や条例、予算
に基づく事務を処理します。
　地方自治法が採用している執行機関の基本原則として「執行機関の多元主義」があります。これは、
住民の直接選挙によって選ばれた長のほかにも、委員会、委員を置き、執行機関を多元的に構成する
というもので、長から独立した執行機関（特に合議制の委員会組織）を置くというのは、第二次世界
大戦後、アメリカ法制の導入として国家行政組織で取り入れられ、これが地方公共団体の組織にも及
んだものです。
　これに対して議会は、日本国憲法において、地方公共団体の議事機関とされています。
　日高市における執行機関は、市長、教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、固定資産評価審査
委員会、公平委員会、監査委員です。

の
提
出
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

現
状
と
ピ
ー
ク
再
来
へ
の
対
策
に

関
し
、
特
段
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
国
に
要
望
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

�

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

（
意
見
書
案
第
２
号
）

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

現
状
と
ピ
ー
ク
再
来
へ
の
対
策
に

関
し
、
特
段
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
埼
玉
県
に
要
望
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

　

第
２
回
定
例
会
に
、
次
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
陳
情
第
１
号
）

　

�

♦
田
中
ま
ど
か
議
員
に
対
す
る

辞
職
勧
告
決
議
の
撤
回
を
求
め

る
陳
情

市民の生活や安全を守るため一般質問を中止しました

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに執行機関の感染拡大
防止対策や感染症により影響を受けた方等への支援を優先することで、市
民の生活や安全を守るため、６月定例会の一般質問を中止しました。
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全
員
協
議
会

会

期

日

程

文

教

経

済

常
任
委
員
会

総

務

福

祉

常
任
委
員
会

行政視察研修の中止について
　新型コロナウイルス感染症拡大による市民生活や市内経
済への影響を鑑み、総務福祉常任委員会、文教経済常任委
員会及び議会運営委員会の行政視察研修の中止を決定し、
議長から市長に対し、行政視察研修経費を新型コロナウイ
ルス感染症対策の財源に充てるよう申し出ました。

　

第
２
回
定
例
会
は
、
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

５�

月
25
日
㈪　

開
会
。
市
長

行
政
報
告
。会
期
の
決
定
。

議
長
選
挙
。副
議
長
選
挙
。

議
会
運
営
委
員
の
選
任
。

常
任
委
員
の
選
任
。
議
案

１
件
の
提
案
説
明
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
。
議
案
19
件

の
提
案
説
明
。

５�

月
26
日
㈫
～
28
日
㈭　

休

会
。

５�

月
29
日
㈮　

議
案
10
件
の

質
疑
・
討
論
・
採
決
。
議

案
９
件
の
質
疑
・
委
員
会

付
託
。

５�

月
30
日
㈯
～
６
月
18
日
㈭

　

休
会
。

　

�（
休
会
中
に
総
務
福
祉
常

任
委
員
会
、
文
教
経
済
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
）

６�

月
19
日
㈮　

議
案
９
件
の

委
員
長
報
告･

質
疑
・
討

論
・
採
決
。
議
案
１
件
並

び
に
議
員
提
出
議
案
１
件

及
び
意
見
書
案
２
件
の
提

案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決
。
市
長
行
政
報
告
。

閉
会
。

○
６
月
４
日
㈭　

議
案
第
30
号
・

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）、議
案
第
31
号
・

市
長
等
の
給
料
の
減
額
に
関
す
る

条
例
、
議
案
第
32
号
・
日
高
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

議
案
第
33
号
・
日
高
市
都
市
計
画

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
34
号
・
日
高
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
35
号
・
日
高
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
議
案
第
36
号
・
埼
玉

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て
、
議
案
第
37
号
・

第
６
次
日
高
市
総
合
計
画
基
本
構

想
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

○
６
月
５
日
㈮　

議
案
第
30
号
・

議

会

運

営

委

員

会

○
４
月
28
日
㈫　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
踏
ま
え
た

６
月
定
例
会
の
議
会
の
運
営
等
に

関
す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
５
月
18
日
㈪　

６
月
定
例
会
の

会
期
及
び
議
会
の
運
営
等
に
関
す

る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
５
月
29
日
㈮　

議
案
質
疑
の
要

旨
等
通
告
に
関
す
る
調
査
を
し
ま

し
た
。

○
６
月
８
日
㈪　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
踏
ま
え
た

９
月
定
例
会
以
降
の
議
会
の
運
営

に
関
す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
６
月
19
日
㈮　

追
加
議
案
に
関

す
る
調
査
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
を
踏
ま
え
た
９

月
定
例
会
以
降
の
議
会
の
運
営
に

関
す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
㈫　

次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
か
ら
協
議
・
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

協
議
事
項

○
第
６
次
日
高
市
総
合
計
画
に
つ

い
て

報
告
事
項

○
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
延

期
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
補
正
予
算
等
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
状
況
等
に
つ
い
て

○
日
高
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
臨
時
休
業
に
伴
う
学
校
給
食
休

止
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

５
月
18
日
㈪　

次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

報
告
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
支
援
策
に
つ
い
て

○
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の

給
料
の
減
額
に
つ
い
て

○
日
高
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
新
高
萩
公
民
館
（
出
張
所
）
の

基
本
設
計
に
つ
い
て

○
小
規
模
事
業
者
等
支
援
給
付
金

の
給
付
に
つ
い
て

　

６
月
17
日
㈬　

次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

報
告
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
補
正
予
算
等
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
支
援
策
の
進
捗
に
つ
い
て

○
巾
着
田
駐
車
場
及
び
河
川
占
用

区
域
の
利
用
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）、議
案
第
38
号
・

市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
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�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
が
始
ま
り
、
本
来

で
あ
れ
ば
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
は

ず
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
感
染
へ

の
不
安
、
自
粛
ム
ー
ド
の
高
ま
り
、

こ
れ
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
な

ど
、
市
民
生
活
と
経
済
が
重
大
な

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
公
共
施

設
の
休
館
、
市
主
催
行
事
の
中
止
、

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
な
ど
の

措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

去
る
、
５
月
25
日
、
政
府
は
緊

急
事
態
宣
言
を
全
面
解
除
し
、
外

出
や
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
社
会
活
動
を
段
階
的
に
緩
和
す

る
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、
現
在

も
懸
命
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
医
療
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
福

祉
や
イ
ン
フ
ラ
運
営
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
活
動
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

に
よ
り
、
少
し
ず
つ
日
常
を
取
り

戻
す
段
階
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
治
療
薬
が
で
き
て

お
ら
ず
、
治
療
法
が
確
立
し
て
い

な
い
現
状
で
は
、
再
び
感
染
が
拡

大
す
る
第
２
波
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。
再
び
私
た
ち
の
生
活
や

社
会
が
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

な
い
た
め
に
も
、「
密
閉
」「
密
集
」

「
密
接
」
の
「
３
つ
の
密
」
の
あ

る
場
所
を
避
け
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

洗
い
の
徹
底
な
ど
の
感
染
を
予
防

す
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
定

着
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解

除
を
受
け
、
６
月
１
日
か
ら
一
部

の
公
共
施
設
の
利
用
と
小
・
中
学

校
の
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や

元
気
に
登
校
す
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
生
命
、

健
康
、
安
全
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
市
民
生

活
及
び
市
内
経
済
の
平
常
化
の
た

め
、
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
右
か
ら
）

委
　
　
員
　
田
中
ま
ど
か

委
　
　
員
　
和
田
　
貴
弘

委
　
　
員
　
三
木
　
伸
也

議
　
　
長
　
山
田
　
一
繁

委
員
長
　
佐
藤
　
　
真

副
委
員
長
　
加
藤
　
大
輔

委
　
　
員
　
金
子
　
　
博

委
　
　
員
　
松
尾
万
葉
香

※�
撮
影
時
は
マ
ス
ク
を
外
し

て
い
ま
す

　�

読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す

よ
ろ
し
く

�

お
願
い
し
ま
す

　日高市議会では、議会の活動状況をお知らせするために“議会だより”を発行しています。
議員７人による編集委員会を設け、編集作業を行い、発行しています。

議会だより編集委員会です
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臨
時
会
に
つ
い
て

第３回
提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
50
号
）

　

�

令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
６
億
８
千
838
万
５
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
259
億
４
千
136
万
２
千
円
と

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
分
担
金
及

び
負
担
金
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
と
し
て

の
保
育
園
及
び
学
童
保
育
室
へ
の

登
園
等
自
粛
に
よ
る
保
護
者
負
担

金
の
減
免
に
伴
い
、「
保
育
所
入

所
児
童
保
護
者
負
担
金
」、「
学
童

保
育
室
保
護
者
負
担
金
」及
び「
保

育
所
入
所
児
副
食
費
保
護
者
負
担

　

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会
が
、

令
和
２
年
７
月
15
日
に
招
集
さ
れ

ま
し
た
。
会
期
は
１
日
間
で
、
議

案
１
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

金
」
を
減
額
、
国
庫
支
出
金
に
つ

い
て
、
国
庫
負
担
金
で
は
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事

業
等
の
財
源
と
し
て
「
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担

金
」
を
増
額
、
国
庫
補
助
金
で
は
、

国
の
２
次
補
正
予
算
に
予
定
さ
れ

て
い
る
事
業
等
に
係
る
費
用
の
財

源
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
を
増
額
又
は
追
加
、
学
童

保
育
室
維
持
管
理
事
業
の
財
源
と

し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金
」
を
増
額
し
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
」
を
追
加
、
小
学
校
校

舎
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
及
び
中
学
校
校
舎
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
の
財
源

と
し
て
「
公
立
学
校
情
報
機
器
整

備
費
補
助
金
」
を
追
加
、
県
支
出

金
に
つ
い
て
、
県
負
担
金
で
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
事
業
の
財
源
と
し
て
「
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負

担
金
」
を
増
額
、
県
補
助
金
で
は
、

学
童
保
育
室
維
持
管
理
事
業
の
財

源
と
し
て
「
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
費
補
助
金
」
を
増
額
、
繰

入
金
に
つ
い
て
、
今
回
の
補
正
予

算
額
の
歳
入
歳
出
差
引
き
の
調
整

を
行
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
増
額
、
諸
収
入
に

つ
い
て
、
学
習
支
援
員
、
ふ
れ
あ

い
相
談
員
等
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
配
置
に
係
る
人
件
費
の
財
源

と
し
て
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
負

担
金
」
を
増
額
、
地
域
活
性
化
商

品
券
事
業
の
財
源
と
し
て
「
地
域

活
性
化
商
品
券
売
上
金
」
を
追
加

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
議
会
費
で

は
、
議
員
報
酬
等
事
務
で
、
令
和

２
年
第
２
回
日
高
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
「
議
会
の

議
員
の
議
員
報
酬
の
減
額
に
関
す

る
条
例
」
の
施
行
に
伴
い
、
議
員

報
酬
を
減
額
、
議
員
研
修
事
務
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
を
鑑
み
て
常
任
委
員
会
及
び
議

会
運
営
委
員
会
の
県
外
行
政
視
察

研
修
を
中
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
費
用
を
減
額
、
総
務
費
の
う

ち
、
総
務
管
理
費
で
は
、
一
般
職

人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

で
、
児
童
生
徒
の
夏
休
み
期
間
を

短
縮
し
て
授
業
時
間
を
確
保
す
る

に
あ
た
り
、
登
下
校
の
安
全
確
保

に
必
要
な
交
通
指
導
員
の
配
置
に

係
る
費
用
を
増
額
、
地
域
公
共
交

通
臨
時
支
援
事
業
で
、
市
内
に
路

線
を
有
す
る
バ
ス
事
業
者
や
市
内

に
営
業
所
を
有
す
る
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

め
の
「
臨
時
支
援
金
」
を
追
加
、

自
主
防
災
組
織
等
活
動
支
援
事
業

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
２
波
に
備
え
、
市
内
の
自

主
防
災
組
織
に
配
布
す
る
非
接
触

型
温
度
計
及
び
備
蓄
用
マ
ス
ク
等

の
購
入
に
係
る
費
用
を
追
加
、
民

生
費
の
う
ち
、
児
童
福
祉
費
で
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
事
業
で
、
教
育
・
保
育
施
設
に

対
し
、
登
園
自
粛
に
よ
る
施
設
が

徴
収
す
る
保
育
料
の
減
免
に
伴
う

減
収
を
補
償
す
る
た
め
の
給
付
金

を
増
額
、
学
童
保
育
室
維
持
管
理

事
業
で
、
小
学
校
の
臨
時
休
業
期

間
の
受
け
入
れ
対
応
に
対
す
る
補

助
金
を
追
加
、
衛
生
費
の
う
ち
、

保
健
衛
生
費
で
は
、
乳
幼
児
支
援

事
業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
乳
幼
児
検
診

時
等
に
お
け
る
検
温
体
制
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
を
購
入
す
る
費
用

を
増
額
、
商
工
費
の
う
ち
、
商
工

費
で
は
、
地
域
活
性
化
商
品
券
事

業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内

事
業
者
の
事
業
継
続
と
雇
用
維
持

等
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
に
係
る
費
用
を
追
加
、
教
育
費

の
う
ち
、
教
育
総
務
費
で
は
、
一

般
職
人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
で
、
児
童
生
徒
の
夏
休
み
期

間
を
短
縮
し
て
授
業
時
間
を
確
保

す
る
に
あ
た
り
、
児
童
生
徒
の
学

び
の
保
障
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
学
習
支
援
員
、
ふ
れ
あ
い
相

談
員
等
の
配
置
に
係
る
経
費
を
増

額
、
小
学
校
費
で
は
小
学
校
校
舎

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
で
、
中
学
校
費
で
は
中
学
校
校

舎
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２
波
に
備

え
、
か
つ
、
児
童
生
徒
の
学
び
の

保
障
を
実
現
す
る
た
め
、
全
児
童

生
徒
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の

購
入
に
係
る
費
用
を
追
加
、
社
会

教
育
費
で
は
、
図
書
館
運
営
事
務

で
、
安
心
し
て
図
書
が
借
り
ら
れ

る
よ
う
、
本
に
付
着
す
る
ウ
イ
ル

ス
を
殺
菌
す
る
た
め
の
消
毒
器
及

び
消
耗
品
の
購
入
に
係
る
費
用
を

追
加
又
は
増
額
、
保
健
体
育
費
で

は
、
一
般
職
人
件
費
（
会
計
年
度

任
用
職
員
）
で
、
児
童
生
徒
の
夏

休
み
期
間
を
短
縮
し
て
授
業
時
間

を
確
保
す
る
に
あ
た
り
、
給
食
の

提
供
に
必
要
な
調
理
補
助
員
の
配

置
に
係
る
費
用
を
増
額
、
学
校
給

食
事
業
で
は
、
児
童
生
徒
の
夏
休

み
期
間
を
短
縮
し
て
授
業
時
間
を

確
保
す
る
に
あ
た
り
、
８
月
に
提

供
す
る
給
食
に
係
る
保
護
者
の
費

用
を
無
償
と
す
る
た
め
、「
学
校

給
食
費
負
担
金
」
を
追
加
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）



NO.109 （10）日 高 市 議 会 だ よ り

日
高
市
議
会
だ
よ
り
第
109
号
は
２
万
300
部
作
成
し
、一
部
当
た
り
の
単
価　
　
　
　

は
約
14
・
80
円
で
す
。

編
集
後
記

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

ま
で
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
を

鑑
み
、
市
議
会
で
は
、
前
回
に
続

き
６
月
定
例
会
に
お
い
て
も
、
感

染
拡
大
防
止
と
市
職
員
の
市
民
生

活
に
関
わ
る
職
務
の
専
念
に
配
慮

し
た
対
応
を
取
り
な
が
ら
本
会
議

や
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
間
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む
緊
急
時
の

議
会
運
営
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
観
点
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、

常
に
議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
に
も

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
民
に
は
、
長
期
間
に
及
ん
で

多
岐
に
わ
た
る
自
粛
と
生
活
様
式

の
変
容
が
求
め
ら
れ
、
日
常
生
活

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
運
営

や
経
済
活
動
に
も
多
大
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。

　

日
高
市
で
も
、
特
別
定
額
給
付

金
の
給
付
を
は
じ
め
、
子
育
て
、

教
育
、
中
小
企
業
等
に
対
す
る
支

援
な
ど
、
早
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

緊
急
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
高
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様

が
一
日
も
早
く
、
安
心
で
健
康
的

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
な
お

一
層
の
議
論
を
深
め
て
い
く
所
存

で
す
。

日高市議会  議会中継

次
の
市
議
会
定
例
会
の
開
会
日
は
、

８
月
27
日
（
木
）
の
予
定
で
す
。

　

会
期
の
日
程
（
案
）
は
、
開
会
日
の
５
日
程
前
に
、
公
民
館
、

出
張
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に
掲
示
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
会
期
は
、
お
お
む
ね
29
日
間
で
す
。

　中継録画は本会議終了後、およそ 7日後（土曜日・日曜日・祝日を除く）
までに配信しています。
（日高市HPアドレス）　https://www.city.hidaka.lg.jp/　

市ホームページ（市議会）の QR コード→

市議会インターネット中継
（録画配信）

市議会では、本会議の映像を録画配信しています。
傍聴に来られない人でも、本会議の映像を市ホームページ（市議会）
からご覧いただけます！

市議会からのお願い

　議会傍聴については、新型コロナウイルス感染症拡大の状況に
より、自粛等をお願いする場合があります。感染拡大防止にご理
解願います。
　なお、傍聴される場合には、ご自宅で検温するなどして健康状
態を確認の上、マスクを着用してお越しください。また、傍聴席
にお掛けになる際は、隣の方と間隔を空けていただくようお願い
します。


